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●
世
界
観

前
回
の
会
報
で
は
、
稽
古
の
方
針
が
「
楽
し
く
貪
欲
に
」
取
り
組
む
と
変
わ
っ
た
と
述
べ
た
。
そ

し
て
、
己
の
性
命
を
こ
の
世
の
中
で
燃
焼
し
尽
く
す
為
に
、
世
界
観
を
掴
む
こ
と
を
勧
め
た
。
世
界

観
と
は
、
世
の
中
の
根
本
的
な
原
理
で
あ
り
、
全
て
（
形
而
上
と
形
而
下
）
を
統
一
し
て
、
成
長
・

発
展
へ
向
か
わ
せ
る
実
用
的
指
導
原
理
で
あ
る
。
世
界
観
を
掴
む
為
に
、
生
命
の
三
つ
の
段
階
の
世

界
を
通
し
て
、
世
の
中
の
構
造
を
眺
め
て
み
た
。

第
一
段
階
の
世
界
と
は
、
無
限
の
遠
心
力
（
陰
）
の
宇
宙
。
そ
の
別
名
は
「
神
、
仏
、
無
限
、
永

遠
、
太
極
、
大
生
命
、
無
、
空
」
で
あ
る
。
第
二
段
階
の
世
界
と
は
、
無
機
、
変
化
、
有
限
の
求
心

力
（
陽
）
の
世
界
。
そ
の
別
名
は
「
物
質
世
界
、
諸
行
無
常
、
浮
世
、
人
生
、
人
の
世
界
、
大
自
然

の
世
界
」
で
あ
る
。
第
三
段
階
の
世
界
と
は
、
有
機
、
生
物
、
有
限
の
求
心
力
（
陽
）
の
世
界
。
そ

の
別
名
は
「
生
命
の
世
界
、
現
世
、
人
生
、
人
の
世
界
」
で
あ
る
。
第
二
段
階
と
第
三
段
階
に
浸
透

し
て
い
る
第
一
段
階
の
世
界
の
別
名
が
「
道
、
法
、
陰
陽
」
等
で
あ
る
。
第
三
段
階
の
世
界
で
、
道

や
法
を
説
い
て
人
を
導
く
人
間
を
、
僧
侶
、
君
子
、
聖
人
等
と
呼
ぶ
。
「
仏
法
僧
」
と
は
、
こ
の
第

一
（
仏
）
、
第
二
（
法
）
、
第
三
（
僧
）
の
世
界
の
象
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
入
れ
子
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
一
つ
の
世
界
は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
世
界
の
隅
々
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

一
つ
の
世
界
は
そ
れ
よ
り
大
き
い
世
界
の
一
部
分
を
占
め
る
以
上
の
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
第
二

段
階
の
世
界
と
は
、
第
一
段
階
の
世
界
の
一
部
で
あ
り
、
第
三
段
階
の
世
界
は
、
第
一
段
階
、
第
二

段
階
の
世
界
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

●
根
本
原
理
（
陰
陽
相
補
原
理
）

今
回
は
、
世
界
観
を
支
え
る
根
本
原
理
（
陰
陽
相
補
原
理
）
へ
と
話
を
進
め
る
。



Copyright(C)2012 Far East Group All Rights Reserved.

2

ま
ず
陰
陽
で
あ
る
。
陰
陽
と
は
「
一
見
す
る
と
対
立
や
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
よ
く
見

る
と
実
は
相
補
い
、
相
親
し
み
、
相
和
し
て
い
る
結
び
と
い
う
対
立
」
の
こ
と
で
あ
る
。

陰
陽
相
対
原
理
と
は
、
宇
宙
が
対
立
・
相
補
と
い
う
構
成
・
秩
序
を
有
す
る
と
い
う
世
界
観
を
支

え
る
根
本
原
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
宇
宙
万
物
は
陰
陽
よ
り
成
る
＝
万
物
は
陰
陽
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
こ
の
構
成
・
秩
序
（
陰
陽
）
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
会
得
せ
し
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
禍
転
じ
て
福
と
な
す
」
為
の
成
長
・
発
展
等
、
健
全
な
る
生
活
を
設
計
す
る
為
の

物
心
一
如
の
指
導
原
理
で
あ
る
。

陰
陽
相
補
原
理
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
宇
宙
は
陰
陽
の
秩
序
を
以
て
展
開
す
る
→
全
て
の
存
在
と
現
象
は
、
陰
陽
の
要
素
か
ら
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

二
、
陰
陽
秩
序
は
太
極
・
無
限
よ
り
不
断
に
至
る
所
に
生
じ
、
相
関
往
来
し
、
変
化
し
、
滅
す
る
。

三
、
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
は
反
対
の
性
質
を
持
つ
。
求
心
・
凝
縮
・
下
降
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
陽

と
呼
び
、
遠
心
・
拡
散
・
上
昇
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
陰
と
呼
ぶ
。
活
動
や
熱
は
陽
か
ら
、
静
寂

や
冷
た
さ
は
陰
か
ら
生
ま
れ
る
。

・
(陽
)の
求
心
圧
縮
力
は
例
え
ば
、
音
、
熱
、
光
、
重
さ
等
の
現
象
に
現
れ
る
。

・
(陰
)の
遠
心
拡
散
力
は
例
え
ば
、
寒
さ
、
暗
さ
、
軽
さ
等
の
現
象
に
現
れ
る
。

四
、
陽
は
陰
を
、
陰
は
陽
を
相
牽
引
し
、
推
進
す
る
。

五
、
陰
が
陽
よ
り
強
け
れ
ば
陰
が
陽
を
引
き
つ
け
、
弱
け
れ
ば
陰
は
陽
に
よ
っ
て
引
き
つ
け
ら
れ

る
→
森
羅
万
象
間
の
相
互
の
引
力
は
、
そ
の
相
手
と
の
陰
陽
差
に
比
例
す
る
。

六
、
陰
は
陰
を
排
斥
し
、
陽
は
陽
を
排
斥
す
る
。
そ
の
排
斥
力
は
、
そ
の
差
に
反
比
例
す
る
。

七
、
純
粋
な
陰
又
は
陽
な
る
物
事
は
存
在
し
な
い
→
陰
陽
は
全
て
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
全
て

は
陰
陽
二
つ
の
性
質
を
内
包
す
る
。
内
包
す
る
性
質
の
う
ち
、
陰
が
陽
よ
り
大
き
な
も
の
を
陰
と
呼

び
、
陽
が
陰
よ
り
大
き
な
も
の
を
陽
と
呼
ぶ
。

八
、
完
全
な
中
性
な
る
も
の
は
無
い
。
必
ず
陰
陽
ど
ち
ら
か
を
多
い
比
率
で
有
す
る
。

九
、
森
羅
万
象
は
、
陰
陽
両
性
を
持
つ
微
細
な
も
の
の
複
雑
な
集
合
で
あ
る
→
宇
宙
も
ま
た
太
極

の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

十
、
森
羅
万
象
と
は
、
そ
の
時
の
動
的
均
衡
を
示
す
陰
陽
の
集
合
体
に
過
ぎ
な
い
→
全
て
は
不
断

の
変
化
で
あ
り
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
太
極
・
無
限
が
無
始
、
無
休
、
無
終
だ
か
ら
で
あ
り
、
一

つ
一
つ
の
現
象
は
、
陰
陽
の
集
合
体
の
一
部
を
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
一
、
陰
陽
は
極
ま
れ
ば
反
転
す
る
→
陰
極
ま
れ
ば
反
転
し
て
陽
生
じ
、
陽
極
ま
れ
ば
反
転
し
て

陰
生
ず

十
二
、
万
物
は
そ
の
内
奥
に
陽
を
持
ち
、
外
側
に
陰
を
持
つ
→
陽
は
求
心
力
で
陰
は
遠
心
力
な
の

で
、
陽
は
中
心
に
位
置
し
、
陰
は
周
辺
に
位
置
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

●
大
宇
宙
（
世
界
）
の
構
造
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陰
陽
相
補
原
理
を
踏
ま
え
て
、
再
度
生
命
の
三
つ
の
段
階
の
世
界
の
構
造
を
眺
め
て
み
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
も
当
然
陰
陽
が
あ
る
の
で
、
三
段
階
を
六
段
階
に
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
易
経

が
、
陰
陽
の
両
儀
か
ら
四
象
、
八
卦
、
そ
し
て
六
十
四
卦
へ
と
展
開
さ
せ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

①
生
命
の
世
界
の
六
段
階

六
つ
の
同
心
円
の
外
側
か
ら
、
⑴
太
極
・
無
限
（
全
き
一
）
、
⑵
光
と
熱
（
波
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

陽
）
の
世
界
（
第
一
段
階
の
世
界
）
、
⑶
大
空
（
素
粒
子
、
陰
）
の
世
界
、
⑷
大
地
（
元
素
、
陽
）

の
世
界
（
第
二
段
階
の
世
界
）
、
⑸
草
木
（
植
物
、
陰
）
の
世
界
、
⑹
人
間
（
動
物
、
陽
）
の
世
界

（
第
三
段
階
の
世
界
）
と
な
る
。

②
こ
の
六
段
階
は
個
別
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
交
錯
し
、
お
互
い
に
入
れ
子
に
な
っ
て

い
る
。
一
番
大
き
な
世
界
で
あ
る
⑴
は
、
無
限
大
の
大
宇
宙
で
あ
っ
て
そ
の
限
界
は
な
い
。

③
こ
れ
ら
は
平
面
の
円
と
い
う
よ
り
球
形
で
あ
る
。
但
し
、
最
も
大
き
い
世
界
⑴
は
無
限
大
で
あ

る
か
ら
輪
郭
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

④
一
つ
の
世
界
は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
世
界
の
隅
々
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
世

界
と
は
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
世
界
の
一
部
分
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
大
小
隣
り
合
う
世
界
は
反
対
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陰
と
陽
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
宇
宙
の
構
造
の
特
徴
で
あ
り
、
秩
序
（
陰
陽
相
補
原
理
）
で
あ
る
。
即
ち
、
動
く
も
の
と
動
か

な
い
も
の
（
人
間
と
草
木
、
動
物
と
植
物
）
、
大
地
と
大
空
、
光
と
暗
闇
で
あ
る
。
或
い
は
、
動
か

な
い
も
の
と
動
く
も
の
、
草
木
と
大
地
（
地
球
）
、
大
空
と
光
…
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

る
。⑥

こ
の
六
つ
の
世
界
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
取
り
出
す
と
、
そ
の
中
に
も
こ
の
対
立
的
相
補
的
な
傾

向
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

・
「
光
」
の
世
界
→
可
視
光
線
と
不
可
視
光
線
、
明
る
い
動
的
な
刺
激
的
な
光
（
黄
、
橙
、
赤
）
と

穏
や
か
な
静
か
な
非
刺
激
的
な
光
（
緑
、
青
、
藍
、
紫
）
、
可
視
光
線
と
紫
外
線
、
可
視
光
線
と
赤

外
線
等
。

・
「
大
空
」
の
世
界
→
明
る
い
と
暗
い
、
遠
心
力
と
求
心
力
、
見
え
る
も
の
（
雲
）
と
見
え
な
い
も

の
（
風
）
等
。

・
「
大
地
」
→
山
と
川
、
陸
地
と
海
、
極
地
と
熱
帯
、
昼
と
夜
、
暑
さ
と
寒
さ
、
速
い
（
地
上
表
面
、

赤
道
付
近
）
と
遅
い
（
地
球
の
中
心
、
極
点
付
近
）
等
。

・
「
草
木
」
→
草
と
木
、
根
っ
こ
と
幹
、
幹
と
枝
、
枝
と
葉
、
葉
と
花
、
花
と
実
、
果
実
の
果
肉
と

種
子
、
種
子
の
皮
と
芯
、
横
に
伸
び
る
草
木
と
縦
に
伸
び
る
草
木
等
。

・
「
人
間
」
→
男
と
女
、
肉
体
労
働
と
知
能
労
働
、
支
配
者
と
被
支
配
者
、
指
導
者
と
追
順
者
、
労

働
と
休
息
、
愛
と
憎
し
み
、
血
と
涙
、
戦
争
と
平
和
、
幸
福
と
不
幸
、
病
気
と
健
康
、
生
と
死
。
静

か
な
頭
と
動
き
回
る
足
、
臓
と
腑
、
骨
と
肉
、
肉
と
血
、
白
血
球
と
赤
血
球
、
爪
や
毛
の
よ
う
な
植

物
性
の
も
の
と
筋
肉
の
よ
う
な
動
物
性
の
も
の
、
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
、
緊
張
と
弛
緩
、
精
神

と
肉
体
等
。

⑦
以
上
の
よ
う
な
対
立
・
相
対
・
相
補
は
六
つ
の
各
世
界
の
い
ず
れ
の
一
つ
を
取
っ
て
み
て
も
無

限
に
展
開
し
、
最
後
に
は
陰
陽
の
電
子
の
世
界
が
開
け
る
。
更
に
引
い
て
見
る
と
、
大
宇
宙
は
有
限
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界
（
形
而
下
）
と
無
限
界
（
形
而
上
）
の
対
立
・
相
補
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
絶
対
と
相
対
の
世
界

で
あ
る
。
も
っ
と
引
い
て
見
る
と
、
有
限
界
（
陽
）
は
限
り
な
く
小
さ
く
な
っ
て
無
限
界
（
陰
）
だ

け
と
な
る
。
有
限
は
無
限
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

●
大
宇
宙
（
世
界
）
を
構
成
す
る
秩
序

大
宇
宙
を
構
成
す
る
秩
序
は
陰
陽
相
補
原
理
に
基
づ
く
。
秩
序
と
は
「
命
令
」
を
意
味
す
る
。

「
命
」
は
天
で
あ
り
陰
で
あ
り
、
「
令
」
は
地
で
あ
り
陽
で
あ
る
。
天
が
陰
で
地
が
陽
で
あ
る
と
い

う
部
分
は
「
易
経
」
を
学
ん
だ
人
に
と
っ
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
陰
の
本
質

を
遠
心
力
・
拡
散
で
あ
り
、
陽
の
本
質
を
求
心
力
・
凝
縮
で
あ
る
と
捉
え
て
配
置
し
た
の
で
、
そ
う

い
う
も
の
か
と
受
け
流
し
て
欲
し
い
。

こ
れ
は
、
日
本
神
話
の
「
古
事
記
」
で
も
説
か
れ
て
い
る
。
大
宇
宙
・
無
限
を
「
天
御
中
主
神
」
、

陰
陽
の
秩
序
を
「
高
皇
産
霊
神
」
「
神
皇
産
霊
神
」
の
二
柱
で
示
し
、
こ
の
造
化
三
神
は
皆
「
隠
身

な
り
き
」
（
見
え
な
い
神
々
、
原
理
、
秩
序
）
と
説
く
。
キ
リ
ス
ト
教
も
儒
教
も
道
教
も
、
こ
の
大

宇
宙
の
秩
序
や
そ
の
掴
み
方
、
そ
し
て
生
き
方
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
武
道
、
茶
道
、
華
道
等
「
～

道
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
皆
こ
の
秩
序
を
技
術
や
作
法
や
知
識
の
根
本
原
理
と
し
て
伝
え
る
も
の

な
の
で
あ
る
。

道
（
み
ち
）
と
は
、
天
と
地
の
間
に
「
満
ち
（
み
ち
）
」
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
陰
陽
の
秩
序
で

あ
り
、
大
宇
宙
の
根
本
原
理
に
徹
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
造
化
の
具
現
化
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
道
を
会
得
す
る
た
め
の
「
行
」
と
は
、
日
常
の
立
居
振
舞
、
生
活
か
ら
学
問
、
技
芸
、

政
治
や
戦
争
に
至
る
ま
で
、
人
間
の
行
動
を
こ
の
大
宇
宙
の
秩
序
・
天
地
陰
陽
の
理
に
合
致
さ
せ
る
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よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
秩
序
を
日
常
生
活
に
見
出
す
こ
と
が
「
修
身
」
で
あ
る
。

●
指
導
原
理

陰
陽
相
補
原
理
は
実
生
活
の
指
導
原
理
と
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
大
宇
宙
の
秩
序
を
、
大
宇
宙
が

創
り
出
し
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
当
て
は
ま
る
と
見
て
、
全
て
を
陰
陽
の
歯
車
と
し
て
見
て
い
く
方
法

で
あ
り
、
物
事
を
権
る
（
計
画
す
る
）
に
当
た
っ
て
道
を
見
出
す
方
法
と
な
る
。

陰
陽
は
、
相
対
し
相
補
い
相
和
す
。
そ
れ
は
宇
宙
の
造
化
で
あ
り
調
和
で
あ
る
。
こ
の
陰
陽
の
秩

序
に
よ
る
万
物
生
成
化
育
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
宇
宙
の
秩
序
で
あ
る
。
「
陰
陽
の
ど
ち
ら
が
先
か
、

ど
ち
ら
が
重
要
か
」
な
ど
と
言
う
の
は
、
「
男
と
女
は
ど
ち
ら
が
重
要
か
」
を
議
論
す
る
よ
う
な
も

の
で
、
何
と
も
幼
稚
な
こ
と
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
大
宇
宙
・
大
生
命
が
根
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
陰
陽
相
補
原
理
に
基
づ
く
秩
序
構
造

が
あ
り
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
万
物
万
象
は
生
ま
れ
、
変
化
し
、
滅
し
、
ま
た
大
宇
宙
・
大
生
命
へ

と
還
っ
て
い
く
と
い
う
循
環
で
あ
る
。

人
間
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
天
地
陰
陽
の
理
法
（
秩
序
）
に
包
ま
れ
て
生
き
る
。
こ
の
陰
陽
相

補
原
理
が
世
の
中
の
根
本
原
理
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宇
宙
の
秩
序
も
大
自
然
の
秩
序
も
、
そ
し
て
人

間
の
秩
序
も
生
活
も
活
動
も
、
こ
の
根
本
原
理
（
陰
陽
）
の
展
開
で
あ
る
。

今
回
は
こ
こ
ま
で
。

次
回
は
引
き
続
き
陰
陽
相
補
原
理
に
つ
い
て
。
そ
し
て
そ
の
応
用
・
展
開
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
。

今
月
も
健
康
と
健
闘
を
。


